
教
育
課
程
特
例
校
と
し
て
、

授
業
の
約
55
％
を
英
語
で
実
施

　

少
子
高
齢
化
で
内
需
の
拡
大
に
も
限
界
が

あ
る
日
本
に
と
っ
て
、
海
外
展
開
や
国
際
的

な
企
業
連
携
は
急
務
と
い
っ
て
い
い
。
国
内

で
も
、
外
資
に
買
収
さ
れ
た
企
業
は
珍
し
く

な
く
、
「
観
光
立
国
」
も
新
た
な
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
際
共
通
語
で

あ
る
英
語
に
堪
能
な
人
材
が
決
定
的
に
足
り

な
い
。
こ
の
た
め
、
日
本
企
業
の
経
営
幹
部

は
外
国
人
が
占
め
て
い
く
の
で
な
い
か
と
い

う
予
測
を
す
る
人
も
い
る
ほ
ど
だ
。

　

来
春
に
開
校
予
定
の
同
志
社
国
際
学
院

（
Ｄ
Ｉ
Ａ
）
は
、
そ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
を
見
据
え
た
革
新
的
な
教
育
機
関
と
い
っ

て
い
い
。
６
年
制
の
初
等
部
（
小
学
校
）
と

12
年
制
の
国
際
部
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
）
で
構
成
。
特
に
初
等
部
は
文
部

科
学
省
が
認
め
た
教
育
課
程
特
例
校
で
あ

り
、
６
年
間
を
通
し
て
授
業
の
約
55
％
を
英

語
で
、
約
45
％
を
日
本
語
で
行
う
。
さ
ら
に

音
楽
、
図
工
、
体
育
は
国
際
部
と
合
同
の

「
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
で
実
施
さ

れ
る
。

　

早
期
か
ら
英
語
と
日
本
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
で
教
育
す
る
だ
け
で
な
く
、
異
文
化
を
持

つ
国
際
部
の
子
供
た
ち
と
の
共
存
も
得
難
い

特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

Ｄ
Ｉ
Ａ
開
設
の
た
め
に
、
同
志
社
大
学
は

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
教
育
、
国

際
バ
カ
ロ
レ
ア
教
育
、
帰
国
生
徒
教
育
、
そ

し
て
日
英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
に
お
い
て
日

本
で
指
導
的
立
場
に
あ
る
大
迫
弘
和
氏
（
Ｄ

Ｉ
Ａ
設
置
準
備
室
室
長
）
を
招
聘
し
た
。
同

志
社
大
学
の
Ｄ
Ｉ
Ａ
開
校
に
か
け
る
意
気
込

み
が
そ
こ
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

大
迫
室
長
は
「
同
志
社
の
理
念
で
あ
る
キ

リ
ス
ト
教
主
義
、
自
由
主
義
、
国
際
主
義
を

さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
し
て
い
く
学
校
で

す
。
す
で
に
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
の
一
貫

教
育
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に

も
う
一
つ
本
格
的
な
国
際
教
育
を
加
え
て
、

同
志
社
全
体
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
く
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
に
す
る
と
い
う
強
い
思
い
か
ら

誕
生
し
ま
し
た
」
と
語
る
。

子
供
た
ち
の
勉
学
と
心
を
支
え
る

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
も
整
備

　

来
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要

領
で
も
小
学
校
５
・
６
年
で
英
語
が
必
修
化

さ
れ
る
が
、
Ｄ
Ｉ
Ａ
の
レ
ベ
ル
は
そ
れ
と
は

比
較
に
な
ら
な
い
。
中
に
は
子
供
の
頃
か
ら

２
カ
国
語
教
育
で
は
混
乱
し
な
い
か
と
心
配

に
な
る
保
護
者
の
方
も
い
る
だ
ろ
う
。

「
間
違
っ
た
英
語
教
育
な
ら
そ
う
な
り
ま

す
。
し
か
し
英
語
だ
け
で
な
く
正
確
な
日
本

語
も
学
ぶ
こ
と
で
、
双
方
の
能
力
を
高
め
ら

れ
る
の
で
す
。
す
で
に
専
門
家
の
注
目
を
集

め
て
お
り
、
私
自
身
も
こ
の
学
校
を
児
童
英

語
教
育
の
聖
地
に
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」

（
大
迫
室
長
）

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
保
健
室
の
機
能
を
併

せ
持
つ
「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」

も
設
置
。
身
体
的
な
ケ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、
子

供
た
ち
の
心
も
し
っ
か
り
と
面
倒
を
み
る
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
く
と
い
う
。

　

日
英
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
か
ら
紹
介
を

始
め
た
が
、
Ｄ
Ｉ
Ａ
の
本
質
は
Ｉ
Ｂ
（
国
際

バ
カ
ロ
レ
ア
）
に
準
拠
し
て
い
る
こ
と
だ
。
こ

れ
は
ス
イ
ス
の
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
機
構
が
定

め
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
世
界
標
準
の
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

そ
の
特
徴
は
、
世
界
の
共
存
を
前
提
と
し

て
、
異
文
化
も
尊
重
で
き
る
国
際
教
養
人
の

育
成
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
画
一
的
な
教
育

と
は
根
本
的
に
異
な
り
、
子
供
の
創
造
性
や

潜
在
能
力
を
最
大
限
に
開
花
さ
せ
る
個
別
対

応
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
志
向
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
社
会
の
中
枢
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
に
必
要

な
資
質
と
し
て
、
自
力
で
考
え
、
論
理
的
な

思
考
が
で
き
る
教
養
と
品
格
の
育
成
も
大
き

な
目
標
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
目
指
す
人
間
像

は
、
「
挑
戦
す
る
人
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
き
る
人
」
「
正
義
感
の
あ
る
人
」
「
考
え

る
人
」
「
探
究
す
る
人
」
「
心
を
ひ
ら
く
人
」

な
ど
10
項
目
。
こ
れ
を
目
指
し
て
各
教
科
の

授
業
を
展
開
し
て
い
く
中
で
、
子
供
た
ち
は

知
識
は
も
ち
ろ
ん
、
自
ら
思
考
し
て
、
他
の

人
た
ち
と
一
緒
に
難
局
に
挑
戦
し
て
い
く
勇

気
と
気
構
え
を
育
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

「
１
８
６
４
年
、
新
島
襄
は
世
界
へ
の
扉
を

開
き
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
、
同
志
社
は
子

供
た
ち
の
た
め
に
世
界
へ
の
新
た
な
扉
を
開

き
ま
す
」
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
謳
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
の
英
語
教
育
で
あ
り
、
国
際
的
な

環
境
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

「
日
本
人
に
必
要
な
新
た
な
国
際
教
育
に
は

モ
デ
ル
が
必
要
。
こ
の
学
校
は
既
存
の
教
育

に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
そ
の
モ
デ

ル
に
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
」
と
大
迫
室
長

は
力
強
く
語
っ
た
。

日
本
と
い
う
枠
を
超
え
て
、

世
界
に
貢
献
で
き
る
人
材
に

　

ま
だ
建
設
途
上
だ
が
、
京
都
府
木
津
川
市

（
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
内
）
に
完
成
す

る
校
舎
は
地
上
４
階
建
て
。
こ
こ
に
初
等
部

の
１
年
生
か
ら
６
年
生
と
、
国
際
部
の
小
学

校
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
が
同
居
す

る
。
１
階
は
オ
フ
ィ
ス
部
分
、
２
階
が
英
語

と
日
本
語
を
使
用
す
る
Ｂ
フ
ロ
ア
、
３
階
は

初
等
部
が
使
用
す
る
Ｊ
フ
ロ
ア
（
日
本
語
の

み
使
用
）
、
４
階
を
Ｅ
フ
ロ
ア
と
し
て
国
際

部
も
含
め
た
英
語
だ
け
の
空
間
と
な
る
。
こ

れ
を
認
知
し
や
す
く
す
る
た
め
フ
ロ
ア
の
カ

ラ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
変
え
る
予
定
だ
。

「
こ
の
工
夫
で
子
供
た
ち
の
言
語
や
感
覚
が

混
乱
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
身
体
を
動
か
し
て
学
ぶ
体
育
、
図

工
、
音
楽
は
国
際
部
の
同
年
齢
の
子
供
た
ち

と
と
も
に
学
び
ま
す
か
ら
、
様
々
な
異
文
化

や
個
性
と
触
れ
合
う
こ
と
に
な
り
、
心
身
と

も
に
大
き
く
成
長
さ
せ
て
い
く
と
思
い
ま

す
」
と
Ｄ
Ｉ
Ａ
の
平
田
一
恵
準
備
室
室
員

（
初
等
部
教
員
予
定
）
は
語
る
。

　

こ
う
し
た
環
境
だ
け
に
、
Ｄ
Ｉ
Ａ
で
は
私

立
小
学
校
で
定
番
の
制
服
は
な
い
。

「
様
々
な
個
性
を
認
め
合
う
こ
と
も
教
育
理

念
の
一
つ
で
す
。
た
だ
し
、
唯
一
ラ
ン
ド
セ
ル

だ
け
は
Ｄ
Ｉ
Ａ
の
一
員
と
し
て
一
体
感
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
初
等
部
・
国
際
部
で

共
通
の
も
の
を
使
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ラ

ン
ド
セ
ル
は
６
年
間
使
用
後
、
教
育
内
容
の

一
部
と
し
て
就
学
問
題
を
抱
え
る
世
界
の
現

状
に
つ
い
て
学
ん
だ
上
で
、
こ
れ
を
必
要
と

す
る
国
々
へ
寄
贈
し
ま
す
」
（
平
田
室
員
）

　

初
等
部
卒
業
後
の
進
路
が
気
に
な
る
が
、

学
校
法
人
同
志
社
に
は
４
つ
の
中
学
・
高
校

が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
推
薦
制
度
が
あ

る
。
日
英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
と
い
う
教
育

方
法
か
ら
同
志
社
国
際
中
学
校
へ
の
進
学
が

多
く
な
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

「
日
本
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
世
界
に
貢
献

す
る
人
材
に
育
っ
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
の

日
英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
な
の
だ
と
い
う
Ｄ

Ｉ
Ａ
の
理
念
を
し
っ
か
り
と
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
」
（
大
迫
室
長
）
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世界標準の教育カリキュラムと環境で、
ボーダーレスに活躍できる人材を育成

グローバル化はもちろん、人口減少に直面する日本は海外に市場を求めなければ立ち行かなくなってきた。来春開校予定の同志社国際学院は、
そんな時代に必要な世界標準の教育と環境を備えており、特に初等部は６年間を通して授業の半分以上が英語で実施される。

───　　同 志 社 国 際 学 院　　───

俯瞰図　２つのウィングの中央に「知の空間」である図書館が位置する校舎の構成は、大きく翼を広
げて雛鳥を抱き育てる親鳥をイメージしている

同志社国際学院設置準備室  大迫弘和室長
おおさこ・ひろかず。1953 年東京生まれ。東京大学文学部卒業。
1987 ～ 1991 年までイギリス在住。1991 年に千里国際学園
中等部・高等部の開校を機に帰国。1999 年から同校校長。
2011 年から同志社国際学院校長（予定）。著書に『この国の
未来を創る学校』( 創友社 )など。
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図書館　12 年制の国際部（インターナショナルスクール）も併設するため、バ
イリンガル・ライブラリーとなっている


